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■人　口　5,029人（－40）

■世帯数　2,436戸（－15）

男　2,393人（－21）
女　2,636人（－19）

PHOTO : 神領小学校では、運動会に向けて阿波踊りの練習をしています。
　　　　  桜花連の指導を受けて、元気な声が体育館に響きます。
　　　　  

まちのできごと � ������� 2 ～ 3 ページ
神山町商工会より � �������� 3 ページ
まちの外で生きてます � ������ 15ページ
つなプロの窓 � �������� 16・17ページ
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西
崎
哲
夫
さ
ん

徳
島
県
表
彰
を
受
賞

　
令
和
3
年
度
徳
島
県
表
彰
の
表
彰
式

が
令
和
3
年
6
月
11
日
行
わ
れ
、
西
崎

哲
夫
さ
ん
（
下
分
字
地
野
）
が
徳
島
県

知
事
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
西
崎
さ
ん
は
、
神
山
町
議
会
議
員
に

平
成
16
年
に
当
選
し
、
令
和
元
年
12
月

ま
で
の
4
期
16
年
に
わ
た
り
在
職
さ

れ
、
豊
富
な
経
験
と
見
識
を
持
っ
て
、

高
齢
化
が
進
む
当
町
の
住
民
福
祉
の
向

上
、
安
心
し
て
住
め
る
道
路
環
境
の
整

備
、
防
災
へ
の
取
り
組
み
な
ど
地
域
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成

30
年
9
月
12
日
か
ら
令
和
元
年
12
月
31

日
ま
で
は
議
長
と
し
て
、
議
会
の
円
滑

な
運
営
と
資
質
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
受
賞
に
お
歓
び
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
西
崎
さ
ん
の
今
後
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

第
59
回
神
山
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
球
技
大
会

　
7
月
25
日
（
日
）
広
野
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
第
59
回
神
山
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
球
技
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
は
全
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
感
染
対
策
お
よ
び
熱
中
症
対
策

を
講
じ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
審

判
・
運
営
は
神
山
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
方
々
に
ご
協
力
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
と
も
練
習
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
、
猛
暑
に
負
け
な
い
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
種
目
も

混
戦
で
し
た
が
、
安
定
し
た
試
合
運
び

と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
勝
ち
を
重
ね
、
ペ

タ
ン
ク
の
部
は
上
分
下
分
Ａ
チ
ー
ム
が

優
勝
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
は

上
分
下
分
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ペ
タ
ン
ク
の
部
（
15
チ
ー
ム
参
加
）

　
優　
勝
：
上
分
下
分
Ａ

　
準
優
勝
：
神
領
東
Ｂ

　
第
3
位
：
鬼
籠
野
Ｄ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部

�

（
4
チ
ー
ム
参
加
）

　
優　
勝
：
上
分
下
分

　
準
優
勝
：
神
領
西
Ｂ

　
第
3
位
：
阿
野

令
和
3
年
度
神
山
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会（
カ
ヌ
ー
教
室
）

　
8
月
3
日
（
火
）
に
令
和
3
年
度
神

山
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会
（
カ
ヌ
ー
教

室
）
を
鮎
喰

川
（
高
瀬
）

に
お
い
て
開

催
し
、
50
名

の
団
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、

気
持
ち
よ
く

川
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。

　
講
師
か
ら

は
、
パ
ド
ル

まちの
　 出来事

かん太くん
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の
使
い
方
や
カ
ヌ
ー
を
上
手
く
漕
ぐ
方

法
な
ど
実
演
を
交
え
な
が
ら
教
わ
り
ま

し
た
。
過
去
に
参
加
し
た
子
も
お
り
、

序
盤
か
ら
な
ん
な
く
乗
り
こ
な
す
子
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ヌ
ー
を
ひ
っ
く
り
返
し
、

飛
び
込
み
台
に
し
て
遊
ぶ
な
ど
普
段
で

き
な
い
体
験
を
時
間
い
っ
ぱ
い
楽
し
み

ま
し
た
。

　
次
回
も
多
く
の
団
員
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

徳
島
駅
伝
名
西
郡
選
手
団

合
同
練
習
会

　
8
月
8
日
（
日
）
に
神
山
町
、
8
月

9
日
（
月
）
に
石
井
町
に
お
い
て
徳
島

駅
伝
名
西
郡
選
手
団
合
同
練
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
練
習
会
に
は
、
名
西
郡
内
3
校
の
中

学
生
、
一
般
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
合
わ
せ

て
33
名
が
参
加
し
、
神
山
中
学
校
か
ら

は
、
2
名
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

暑
い
中
で
の
練
習
と
な
り
ま
し
た
が
、

個
々
の
力
に
合
わ
せ
て
練
習
を
行
い
、

全
選
手
が
最
後
ま
で
メ
ニ
ュ
ー
を
消
化

し
ま
し
た
。

　
第
68
回
徳
島
駅
伝
は
、
令
和
4
年
1

月
4
日
（
火
）・
5
日
（
水
）
の
2
日

間
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
大
会
に
向
け
て
各
学
校
で
の
練

習
や
名
西
郡
選

手
団
合
同
練
習

会
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

神
山
の
火
、
集
火
式
へ

　
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
集

火
式
が
徳
島
県
教
育
会
館
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
神
山
町
の
採
火
は
、
町
内
の

保
育
所
、
小
中
学
校
、
各
種
障
が
い
者

団
体
な
ど
で
神
山
杉
の
ピ
ー
ス
に
色
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
描
き
、
城
西
高
校
神
山

校
の
生
徒
が
仕
上
げ
の
色
づ
け
を
し
た

も
の
で
す
。（
広
報
か
み
や
ま
3
3
5

号
に
て
紹
介
）
8
月
14
日
に
行
わ
れ
た

集
火
式
で
は
、
県
内
市
町
村
の
採
火
が

集
結
し
、
徳
島
代
表
の
聖
火
へ
と
バ
ト

ン
を
繋
ぎ
ま
し
た
。

　
代
表
と
し
て
登
壇
し
た
後
藤
町
長
は

「
神
山
町
か
ら
約
3
0
0
人
の
想
い
を

つ
な
ぎ
、
オ
ブ
ジ
ェ
『
未
来
に
つ
な
ぐ

神
山
の
火
』
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
パ

ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
応
援
し
ま
す
。」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　今回から、商工会青年部として活動している会員とそのお店を紹介していきます。第一回は「茶房　松葉庵」。松村
美津代さんと、商工会青年部部長の松村慶佑さんのお二人からお話をお伺いしました。

どうして神山町でお店をしようと思ったのですか？ �
美津代さん「当時町内にちょっと休憩ができる場所がなく、神山温
泉を利用されるお客さんや町内の人に気軽に立ち寄ってコーヒーを
飲んで欲しいという思いがあってお店をオープンさせました。」
お店のおすすめは何ですか？ �
美津代さん「オープン当時からあるコーヒーです。“COFFEE 
WORKS” の前身である “珈琲美学” で学んだ自家焙煎で入れていま
す。コーヒー豆の種類も豊富でこだわっています。」
今後、お店をどうしていきたいですか？ �
慶佑さん「今目の前の仕事を着実にこなすことが一番大切だと考えて
いるのでお店を大きくしようなどは考えていません。でもキッチンカー
のような移動式のお店もやってみたいという大
きな夢もあります。」

　最後にどんなお店でありたいかとお聞きしたところ、お二人とも「気軽に入れて長く愛
されるようなお店」と答えられました。実際、お店の中は落ち着く雰囲気で、時間の流れ
を感じさせず、リラックスできました。お料理も本当に美味しく、お腹も心も十分に満た
されました。ぜひ皆様もお昼のランチや女子会などに松葉庵を利用してみてはいかがで
しょうか。� （取材・執筆　神山町商工会　山田優花）

vol.vol.

11神山町商工会より

▲�松村美津代さんは移転前のこと
なども話してくださいました。

▲主に料理を担当する松村慶佑さん

▲�おすすめのコーヒーは種
類も豊富

▪茶房　松葉庵 �

3 令和 3年 9月15日発行
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務
課
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2
0
0
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神
山
町
生
活
応
援
商
品
券
の
使
用
期

神
山
町
生
活
応
援
商
品
券
の
使
用
期

限
が
迫
っ
て
い
ま
す

限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　

神
山
町
で
は
令
和
3
年
3
月
下
旬

に
、
神
山
町
内
の
事
業
者
で
使
用
で
き

る
「
生
活
応
援
商
品
券
」
を
世
帯
主
宛

に
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
使
用
期
間
が

令
和
3
年
9
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の

で
、
お
忘
れ

の
な
い
よ
う

ご
使
用
く
だ

さ
い
。
ご
不

明
な
点
が
あ

り
ま
し
た

ら
、
神
山
町

商
工
会
に
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
4

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

の
ご
案
内
に
つ
い
て

の
ご
案
内
に
つ
い
て

1　
支
給
対
象
者

　
①
②
の
両
方
に
該
当
す
る
方
（
※
ひ

と
り
親
世
帯
分
の
給
付
金
を
受
け
取
っ

た
方
を
除
く
）

①�

令
和
3
年
3
月
31
日
時
点
で
18
歳
未

満
の
児
童
（
障
害
児
の
場
合
、
20
歳

未
満
）
を
養
育
す
る
父
母
等
（
※
令

和
4
年
2
月
末
ま
で
に
生
ま
れ
た
新

生
児
等
も
対
象
）

②�
令
和
3
年
度
住
民
税
（
均
等
割
）
が

非
課
税
の
方

　

�

ま
た
は
令
和
3
年
1
月
1
日
以
降
の

収
入
が
急
変
し
、
住
民
税
非
課
税
相

当
の
収
入
と
な
っ
た
方

2　
支
給
額

　
児
童
1
人
当
た
り　
一
律
5
万
円

3　
支
給
手
続
き

Ⅰ�　
令
和
3
年
4
月
分
の
児
童
手
当
ま

た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者

で
住
民
税
非
課
税
の
方

　
申
請
不
要

　
可
能
な
限
り
速
や
か
に
、
令
和
3
年

4
月
分
の
児
童
手
当
ま
た
は
児
童
扶
養

手
当
を
支
給
し
て
い
る
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。

Ⅱ�　
右
記
以
外
の
方
（
例
：
高
校
生
の

み
養
育
し
て
い
る
方
、
収
入
が
急
変

し
た
方
）、
非
課
税
の
公
務
員
の
方
）

　
申
請
必
要
（
令
和
4
年
2
月
28
日
ま

で
）

　
申
請
書
に
振
込
先
口
座
な
ど
を
記
入

し
て
、
必
要
書
類
と
と
も
に
健
康
福
祉

課
の
窓
口
に
直
接
、
ま
た
は
郵
送
で
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

　
給
付
金
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
方

に
対
し
て
、
申
請
内
容
を
確
認
し
て
指

定
口
座
に
振
込
み
ま
す
。

5　
注
意
事
項

①�

Ⅰ
の
該
当
者
で
給
付
金
の
支
給
を
希

望
し
な
い
場
合
は
、
受
給
拒
否
届
出

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

児
童
手
当
ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手

当
の
給
付
に
当
た
っ
て
指
定
し
て
い

た
口
座
を
解
約
し
て
い
る
な
ど
、
給

付
金
の
支
給
に
支
障
が
出
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
は
、
振
込
指
定
口
座
を
変

更
す
る
な
ど
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

③�

給
付
金
の
支
給
後
、
支
給
要
件
に
該

当
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合

は
、
給
付
金
を
返
還
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

④�

振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の
詐
取

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
不
審
な
電
話
や
郵
便
が
あ
っ
た
場
合

は
、
町
や
最
寄
り
の
警
察
署
、
ま
た
は

警
察
相
談
専
用
電
話
（
＃
9
1
1
0
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と
く
し
ま
在
宅
育
児
応
援
ク
ー
ポ
ン

と
く
し
ま
在
宅
育
児
応
援
ク
ー
ポ
ン

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　
地
域
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
在

宅
で
育
児
を
し
て
い
る
保
護
者
を
対
象

に
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
使
え
る

ク
ー
ポ
ン
を
交
付
し
ま
す
。

⃝
対
象
者

　
神
山
町
に
住
民
登
録
し
、
0
歳
か
ら

2
歳
の
お
子
さ
ん
を
在
宅
で
育
児
し
て

い
る
保
護
者
（
父
母
ま
た
は
養
父
母
）

⃝
交
付
要
件

①�

保
育
所
等
に
お
子
さ
ん
を
預
け
て
い

な
い
こ
と

②�

保
護
者
の
市
町
村
民
税
所
得
割
合
計

額
が
1
6
9
、0
0
0
円
未
満
の
世

帯
⃝
ク
ー
ポ
ン
の
金
額

　
１
５
、0
0
0
円

�

（
5
0
0
円
券
×
30
枚
）

⃝
ク
ー
ポ
ン
の
有
効
期
限

　
誕
生
日
か
ら
1
年
間

⃝
提
出
書
類

①�

と
く
し
ま
在
宅
育
児
応
援
ク
ー
ポ
ン

交
付
申
請
書

②�

課
税
証
明
書
（
令
和
3
年
1
月
1
日

に
神
山
町
に
住
民
票
を
有
し
て
い
な

い
方
の
み
）

⃝
申
請
方
法

　

交
付
要
件
を
満
た
す
対
象
者
の
方

で
、
ク
ー
ポ
ン
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
健
康
福
祉
課
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

役場からの
　おしらせ

あゆちゃん（見本）
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住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
3

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
3

～
あ
な
た
の
声
を
お
聴
き
し
ま
す
～

～
あ
な
た
の
声
を
お
聴
き
し
ま
す
～

―
行
政
相
談
週
間
―

―
行
政
相
談
週
間
―

　

10
月
18
日
（
月
）
か
ら
24
日
（
日
）

ま
で
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　
行
政
相
談
週
間
は
、
行
政
相
談
制
度

を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

て
お
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
総
務
省
が
全
国
一
斉
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
行
政
へ
の
要
望
や
相
談
、
制
度
や
仕

組
み
が
分
か
ら
な
い
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

〈
行
政
相
談
所
〉

⃝
日
時　
令
和
3
年
10
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
1
時
～
4
時

⃝
場
所　
神
山
町
役
場
2
階　
図
書
室

⃝
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
久
保　
素
弘
さ
ん

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
り
、
中
止
と
な
っ
た
場
合

は
、
防
災
無
線
等
に
よ
り
お
知
ら
せ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

犬
・
猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術
の
助
成

犬
・
猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術
の
助
成

に
つ
い
て

に
つ
い
て

⃝
補
助
対
象
者

☆�

神
山
町
に
住
所
を
有
し
、
犬
・
猫
を

飼
わ
れ
て
い
る
方

☆�

犬
に
つ
い
て
は
、神
山
町
に
登
録
し
、

助
成
年
度
に
お
い
て
狂
犬
病
予
防
注

射
を
実
施
し
た
飼
育
者

☆
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

⃝
助
成
金
額

　
手
術
一
件
に
つ
き
、
5
、0
0
0
円

⃝
申
込
方
法

　
官
製
往
復
は
が
き
に
よ
り
、
徳
島
県

獣
医
師
会
（
〒
7
7
0

－

8
0
0
7　

徳
島
市
新
浜
本
町
二
丁
目
3
番
6
号
）

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
記
載
事
項

　
飼
い
主
の
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

犬
・
猫
の
別
、
名
前
、
年
齢
、
性
別
、

毛
色
、
犬
に
つ
い
て
は
、
犬
の
登
録
番

号
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
番
号
を

そ
れ
ぞ
れ
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

返
信
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

⃝
申
込
期
間

　
令
和
3
年
10
月
1
日
～
�

令
和
3
年
10
月
31
日
ま
で
（
必
着
）

⃝
そ
の
他

※�

必
ず
手
術
を
受
け
さ
せ
る
前
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
手
術
後
の
申
込
み

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※�

助
成
が
受
け
ら
れ
る
件
数
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
申
込
者
の
す
べ
て
が
助

成
を
受
け
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
5

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
5

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

在
宅
要
介
護
者
訪
問
歯
科
健
康
診
査

在
宅
要
介
護
者
訪
問
歯
科
健
康
診
査

の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
さ
れ
て
い

る
在
宅
の
要
介
護
者
を
対
象
に
、
在
宅

で
歯
科
健
診
や
歯
科
保
健
指
導
を
行
う

こ
と
で
、
口
腔
機
能
の
維
持
回
復
を
促

し
、
高
齢
者
の
低
栄
養
や
誤
嚥
性
肺
炎

を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
訪
問
歯

科
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。

【
対 

象 

者
】

　
自
力
で
歯
科
医
院
に
通
院
す
る
こ
と

が
困
難
な
在
宅
の
要
介
護
者
で
、
次
の

要
件
を
全
て
満
た
す
徳
島
県
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
。

①�

要
介
護
3
・
4
・
5
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方

②�

介
護
保
険
の
居
宅
療
養
管
理
指
導

（
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

も
の
）
及
び
口
腔
機
能
向
上
加
算
を

受
け
て
い
な
い
方

③�

医
療
保
険
の
訪
問
歯
科
診
療
・
訪
問

歯
科
衛
生
指
導
を
受
け
て
い
な
い
方

④�
令
和
3
年
度
歯
科
健
康
診
査
を
受
け

て
い
な
い
方

【
実
施
期
間
】　　
　

　
令
和
3
年
9
月
1
日
～

�

令
和
3
年
12
月
末

【
健
診
費
用
】　　
　

　
無
料

※�

た
だ
し
、
そ
の
後
の
歯
科
治
療
に
つ

い
て
は
有
料

【
申 

込 

先
】

　
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

事
業
課

※�

申
請
前
に
、
必
ず
担
当
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
代
理
申
請

も
可
能
で
す
。

※�

対
象
者
と
決
定
し
た
方
に
は
訪
問
歯

科
医
・
歯
科
衛
生
士
を
ご
自
宅
等
に

派
遣
い
た
し
ま
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
影
響
に

よ
り
、
変
更
・
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
訪
問
歯
科
健
診
の
詳
細
や
申
請
書
等

必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、
広
域
連
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
訪
問
歯
科
健

康
診
査
に
関
す
る
お
申
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
先

　

�

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局　
事
業
課

　
徳
島
市
川
内
町
平
石
若
松
78
番
地
1

　
電
話　
0
8
8

－

6
7
7

－

3
6
6
6

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

歯
科
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

歯
科
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
節
目
の
年
齢
の
方
を
対
象
に
、

歯
・
歯
肉
の
状
態
や
口
腔
清
掃
状
態
等

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
口
腔
機
能
の
低
下
や

肺
炎
等
の
疾
病
を
予
防
す
る
た
め
、
歯

科
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
徳
島
大
学
歯
学
部
に
お
い
て
、
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口
腔
ケ
ア
と
体
の
健
康
、
医
療
費
や
介

護
給
付
費
と
の
関
連
を
調
査
し
て
い
ま

す
。
定
期
健
診
の
受
診
や
口
腔
ケ
ア
を

行
う
こ
と
は
、
全
身
の
健
康
に
と
て
も

重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
対
象
者
は
、
ぜ
ひ
歯
科
健

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

　
令
和
2
年
中
に
節
目
の
年
齢
に
な
ら

れ
た
方
（
昭
和
20
年
、
昭
和
15
年
、
昭

和
10
年
、
昭
和
5
年
生
ま
れ
の
方
）

　
た
だ
し
、
長
期
入
院
患
者
や
施
設
入

所
者
は
対
象
外
で
す
。

長
期
入
院
患
者
や
施
設
入
所
者
の
方
は
、
す

で
に
健
康
状
態
を
把
握
さ
れ
、
医
師
や
施
設

管
理
者
等
の
指
導
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
歯
科
健
康
診
査
の
対
象
者

か
ら
除
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
対
象
者
に
は
8
月
下
旬
に
歯

科
健
診
受
診
券
の
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま

す
。
長
期
入
院
患
者
・
施
設
入
所
者
の

方
に
ハ
ガ
キ
が
届
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
対
象
外
で
す
の
で
健
診
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

受
診
場
所

　
後
期
高
齢
者
の
歯
科
健
診
の
実
施
協

力
歯
科
医
院

　
受
診
可
能
な
歯
科
医
院
の
一
覧
表
を

神
山
町
税
務
保
険
課
窓
口
・
広
域
連
合

窓
口
で
配
布
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
広
域
連
合
及
び
県
歯
科
医
師

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

受
診
方
法

　
事
前
に
電
話
等
に
て
健
診
実
施
歯
科

医
院
に
ご
予
約
の
上
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

健
診
項
目

　
問
診
、
口
腔
内
診
査
、
口
腔
機
能
評

価
（
口
の
渇
き
、
か
む
力
、
飲
み
込
む

力
な
ど
）
等

受
診
費
用

　
無
料

受
診
期
間

　
令
和
3
年
9
月
1
日
～

�

令
和
3
年
11
月
30
日

持
っ
て
い
く
も
の

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と
歯

科
健
診
受
診
券
の
ハ
ガ
キ

そ
の
他
注
意
事
項

○�
健
診
の
予
約
日
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

○�
歯
科
健
診
は
期
間
中
に
1
回
の
み
で

す
。
後
日
重
複
受
診
が
判
明
し
た
場

合
は
費
用
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○�

歯
科
健
診
自
体
は
無
料
で
す
が
、
そ

の
後
に
治
療
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合

は
有
料
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○�

健
診
結
果
は
、
広
域
連
合
又
は
神
山

町
で
の
口
腔
保
健
指
導
及
び
徳
島
大

学
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
分
析
調
査

に
活
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
影
響
に

よ
り
、
変
更
・
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
歯
科
健
康
診

査
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局　
事
業
課

　
徳
島
市
川
内
町
平
石
若
松
78
番
地
1

　
電
話　
0
8
8

－
6
7
7

－

3
6
6
6

教
育
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
5
2
2

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
9

「
部
落
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に

「
部
落
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に

向
け
て
」

向
け
て
」

　
神
山
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
同
和
問
題
の
解
決
を

め
ざ
し
長
年
に
わ
た
り
様
々
な
取
組

を
進
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、

同
和
問
題
は
解
決

に
向
か
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
解
消

に
は
至
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で

す
。

　
さ
ら
に
、
全
国

的
に
み
て
も
、
情

報
化
の
進
展
に

伴
っ
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

同
和
地
区
と
称
し

て
地
名
を
書
き
込

む
な
ど
の
悪
質
な

行
為
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、「
部
落

差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
法

律
」
が
平
成
28
年

12
月
16
日
に
公

布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
は
、
部
落
差
別
が
現
在
も

な
お
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
明

記
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
日
本
国
憲

法
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
部
落
差
別
は

許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
の

も
と
に
、
部
落
差
別
解
消
の
必
要
性
に

つ
い
て
国
民
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
努

め
る
こ
と
に
よ
り
、
部
落
差
別
の
な
い

社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
も

の
で
す
。

　
ま
た
、解
消
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、

　
人
の
値
う
ち

�

江
口
　
い
と

何
時
か
も
ん
ぺ
を
は
い
て

バ
ス
に
乗
っ
た
ら

と
な
り
座
席
の
人
は

お
ば
は
ん
と
呼
ん
だ

戦
時
中
よ
く
は
い
た

こ
の
活
動
的
な
も
の
を

ど
う
や
ら
こ
の
人
は
年
寄
り
の

着
物
と
思
っ
て
い
る
ら
し
い

よ
そ
行
き
の
着
物
に
羽
織
を
着
て

汽
車
に
乗
っ
た
ら

人
は
私
を
奥
さ
ん
と
呼
ん
だ

ど
う
や
ら
人
の
値
打
ち
は

着
物
で
決
ま
る
ら
し
い

講
演
が
あ
る

何
々
大
学
の
先
生
だ
と
言
え
ば

内
容
が
悪
く
と
も

人
び
と
は
耳
を
す
ま
せ
て
聴
き

良
か
っ
た
と
言
う

ど
う
や
ら
人
の
値
打
ち
は

肩
書
き
で
決
ま
る
ら
し
い

名
も
無
い
人
の
講
演
に
は

人
び
と
は
そ
わ
そ
わ
と
し
て
帰
り
を
急
ぐ

ど
う
や
ら
人
の
値
う
ち
は

学
歴
で
決
ま
る
ら
し
い

立
派
な
家
の
娘
さ
ん
が

部
落
に
お
嫁
に
来
る

で
も
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
や
っ
ぱ
り

部
落
だ
と
言
わ
れ
る

ど
う
や
ら
人
の
値
う
ち
は

生
ま
れ
た
所
に
よ
っ
て
決
ま
る
ら
し
い

人
び
と
は
い
つ
の
日

こ
の
あ
や
ま
ち
に

気
づ
く
で
あ
ろ
う
か

�

（「
荊
を
越
え
て
」
よ
り
）

　
江
口
い
と
さ
ん
は
一
九
一
二
年
生
ま
れ
。
息
子
、
孫
と
三
代
に
わ
た
る
差
別

を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　
就
職
・
結
婚
・
学
校
現
場
で
の
差
別
体
験
に
基
づ
く
人
間
存
在
へ
の
視
点
は

鋭
く
、
し
か
し
温
か
い
。
解
放
の
た
め
に
生
涯
を
賭
け
続
け
、
九
十
歳
を
過
ぎ

て
も
精
力
的
に
ご
講
演
を
な
さ
れ
、
徳
島
に
も
何
度
も
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

い
と
さ
ん
は
、
二
〇
〇
九
年
六
月
に
九
十
六
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
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国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
相
談
体
制

の
充
実
や
部
落
差
別
解
消
に
向
け
て
の

教
育
や
啓
発
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
を

規
定
し
て
い
ま
す
。

　

神
山
町
で
は
法
律
の
趣
旨
を
ふ
ま

え
、
同
和
問
題
の
解
決
の
た
め
、
国
や

県
等
と
連
携
し
な
が
ら
引
き
続
き
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
同
和
問
題
を

正
し
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、
人
権
感

覚
を
研
ぎ
澄
ま
し
、
自
分
た
ち
の
身
近

に
あ
る
差
別
や
偏
見
を
許
さ
な
い
明
る

い
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

農
業
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
9

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
8

＝
農
業
者
年
金
へ
の

＝
農
業
者
年
金
へ
の

��

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
＝

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
＝

　
豊
か
な
老
後
生
活
の
た
め
に
は
、
国

民
年
金
だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え
ず
、

老
後
の
生
活
費
は
自
分
で
準
備
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
厚
生
年
金
で
国

民
年
金
（
基
礎
年
金
）
へ
の
上
乗
せ
が

あ
り
ま
す
。

　
農
業
者
の
皆
様
も
、
メ
リ
ッ
ト
が
た

く
さ
ん
あ
る
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て

安
心
で
豊
か
な
老
後
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

～
以
下
の
要
件
を
満
た
す
人
は

�

み
な
さ
ん
加
入
で
き
ま
す
！
～

★
60
歳
未
満

★
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

★
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

・�

積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
少
子
高

齢
時
代
で
も
安
心
。

・�

月
々
の
保
険
料
が
選
べ
ま
す
。ま
た
、

い
つ
で
も
見
直
し
が
で
き
ま
す
。

　
（
2
万
円
か
ら
6
万
7
千
円
）

・�

終
身
年
金
で
す
。（
80
歳
ま
で
の
保

障
付
き
）

・�

節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

�（
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除

対
象
）

・�

意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
最
高
1
万
円

の
保
険
料
助
成
あ
り
ま
す
。

　

�（
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て

い
る
方
や
家
族
経
営
協
定
を
結
ん
だ

配
偶
者
や
後
継
者
の
方
な
ど
）

※�
農
業
者
年
金
の
内
容
や
ご
相
談
に
つ

い
て
は
、
神
山
町
農
業
委
員
会
か
最

寄
り
の
Ｊ
Ａ
名
西
郡
の
支
店
、
出
張

所
ま
た
は
農
業
者
年
金
基
金
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金

　
T
E
L　
0
3

－

3
5
0
2

－

3
1
9
9

　
（
相
談
員
）

　
T
E
L　
0
3

－

3
5
0
2

－

3
9
4
2

　
（
企
画
調
整
室
）

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nounen.go.jp

　次号は、平成30～令和
2 年生まれで11月・12月
が誕生日の子（町内に住
所を有すること）を募集
します。
　掲載を希望する方は、
役場広報編集委員会まで

写真を送付してください。締切は10月15日です。

※�掲載回数は１回までです。複数回の掲載はできませんの
でご了承ください。

徳島

　
広
報
か
み
や
ま
で
は
、『
暮
ら
し
の

Q
&
A
コ
ー
ナ
ー
』と
し
て
、ま
ち
の

皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
ご
質
問
は
町
役
場
総
務
課
　
広
報

係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
0
8
8

－

6
7
6

－

1
1
1
1

　soumu@kamiyama.i-tokushima.jp

&

元気づくり事業を募集しています
　神山町では、みなさんの自主的・自発的な地域活動に対して財
政的に支援をする「神山町元気づくり事業助成金」を創設しています。
◆対象団体 　
町内に拠点を置き、主に町内で活動をしている構成員が５人以
上、会則等を持ち継続的に事業を行う計画のある団体。※選考
委員会による、選考があります。

◆助成金の額及び交付期間
１団体１事業で補助対象経費のうち２分の１以内（新規事業であっ
て、１年目は３分の２）。１年あたり補助対象限度額は100万円を
上限とし、５万円を下限とします。
　要項、対象事業や対象経費など、詳しくは役場総務課にお問い
合わせください。

7 令和 3年 9月15日発行



防災シリーズ○45

ハザードマップと一緒に「避難行動判定フロー」を確認
「自らの命は自らが守る」意識を持ち、自宅周辺の災害リスクととるべき行動を確
認しましょう。

平時に
確認

避 難 行 動 判 定 フ ロ ー

あなたがとるべき避難行動は？
＊ハザードマップは浸水や土砂災害が発生するおそれの
高い地域を着色した地図です。ただし、着色されてい
ない所でも災害が発生する可能性があります。

ハザードマップで自分の家がどこにあるか確認
し、印をつけてみましょう。

色が塗られていなくても、周辺と比べ低い土地や
斜面のそばなどにお住まいの場合は、町からの避
難情報を参考に必要に応じて避難してください

＊浸水の危険があっても、
①洪水により家屋が倒壊または崩落してしまう

おそれの高い地域の外側である
②浸水する高さよりも高いところにある
③浸水しても水が引くまで我慢できる、水・食料

などの備えが十分ある場合は自宅に留まり安全
確保をすることも可能

ご自身または一緒に避難する方は避難に時間がか
かりますか？

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚や知
人はいますか？

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚や知
人はいますか？

高齢者等避難情報が出
たら、安全な親戚や知
人宅に避難しましょう
（日頃から相談してお
きましょう）

高齢者等避難情報が出
たら、町が指定する指
定緊急避難場所に避難
しましょう

避難指示が出たら、安
全な親戚や知人宅に避
難しましょう
（日頃から相談してお
きましょう）

避難指示が出たら、町
が指定する指定緊急
避難場所に避難しま
しょう

必ず確認しましょう

家がある場所に色が塗られていますか？

災害発生の危険があるので、＊原則として、自宅
以外に避難が必要です。

はい

いいえ

例外

いいえ

はい

はい いいえ はい いいえ

はい

警戒レベル 3 や 4 が出たら、危険な場所から避難を検討しましょう

「避難」は「難」を「避ける」ことです
安全な場所にいる人は、避難場所へ行く必要はありません

避難先は公民館など公共施設、小中学校だけではありません
安全な親戚・知人宅、宿泊施設に避難することも考えてみましょう＊

＊コロナ禍において、分散避難に取り組むことは、感染リスクを下げる有効な手段です

次回以降の防災シリーズは、神山町各地区の防災や災害について取り上げます。

広報かみやま No.336 8



消防署だより

119 コロナ対策についてコロナ対策について
名西消防組合のコロナ対策についてお知らせします。

　当消防組合では、すべての救急活動において、従来の感染予防対策（ゴーグル、高性能マスク、
防護服、ゴム手袋等）に加え、シューズカバーも使用し出動しています。（シューズカバーとは、傷
病者宅に上がる際、隊員着用の靴の上から装着するカバー）
　また、発熱や咳などの症状がある方及びその関係者の方には、マスク着用のお願いや担架カバー
の使用、救急車内の飛沫感染予防のためのビニールシートを使用する場合があります。
　救急活動を目撃した方には、ご心配をお掛けすることもあると思いますが、感染予防の装備は救
急出動全てにおいて行っていることであり、救急患者がコロナウイルスに感染しているとは限りま
せん。
　正確でない情報は、救急搬送された方やその家族に対する誹謗中傷に繋がる恐れがありますので
情報発信は控えていただくようお願い致します。

　住民の皆様に安心を届けるため、救急体制を確保し「救急隊員が感染しないこと」「救急隊員が感
染させないこと」を基本として救急業務を行っています。
　コロナ感染症の終息も未だ確定しておらず、不安や負担をお掛けすることもあるとは思いますが、
引き続きご理解とご協力をお願い致します。

消防署への緊急連絡は　119番119番
・IP電話2119（119番通報はできません）� ・神山消防署 088－676－1199
※�携帯電話で119番通報した場合、石井消防署に入電し発生場所確認後、神山消防
署に転送しますので、電話を切らずにそのままお待ちください。

救急隊の感染予防例 救急車内ビニール養生例

9 令和 3年 9月15日発行



健康づくりシリーズ○133

いのちを守ろう！一人ひとりの手で
～自殺予防について、みんなで考えてみよう～

誰にでも起こり得る危機 “自殺”
　自殺は、個人の自由な意志や選択の結果で
はなく、悩みをきっかけに問題が複雑化し、
心理的に追い込まれて自殺以外の選択肢が考
えられない状態に陥ってしまう、いわば追い
込まれた末の死です。
　地域社会や家庭、職場のつながりの減少や希
薄さが進む現代社会では、ひとりぼっちで悩み
「生きていても役に立たない」という役割喪失
感や孤独感、絶望感などにかられるなど、危機
的な状態に陥ることは決して特別なことではあ
りません。自殺問題は、まず一人ひとりが自分
自身の問題と捉え、考えることが大切です。

ひとりで悩みを抱えこまないで
　悩みには必ず解決の糸口があります。抱え
こまず、まずは誰かに話すことが大切です。
誰かに話すと気持ちが楽になります。また、
自分だけでは気づかなかった問題点や解決策
が見つかることもあります。もし、話し相手
が見つからないときは、専門の相談機関など
をご利用ください。

危険サインは　こころの不調
　自殺を図った人の直前のこころの健康状態
をみると、大多数が悩みを原因として、うつ
病や依存症などを発症し、その影響で判断力
や生きる意欲を失っていたことが分かりまし
た。命の危機から身をまもるためには、普段
から不眠や食欲不振、気分の落ち込みなど、
自分や身近な人のこころの不調サインを見逃
さないことです。

おたがいさまの気持ちを大切に
　誰かに適切なサポートを求めて解決を図ろ
うとすることは、大切な生きる力のひとつで
す。迷惑なことも恥ずかしいことでもありま
せん。そして、誰かがあなたに悩みを打ち明
けたときには、温かい気持ちで接してくださ
い。日ごろから気軽に助け合える人間関係や
人とのつながりを作っておくことも大切です。

　自殺はさまざまな悩みにより、心理的に追い込まれた末の死です。それは、
決して特別なことではなく、誰にでも起こり得るいのちの危機です。その危機
に陥らない、陥らせないために私たちにはどのようなことができるでしょうか。
かけがえのない “いのちを守る ”ために、あなたも一緒に考えてください。

【心の悩み相談機関等】●徳島県精神保健福祉センター　徳島市新蔵町3丁目　TEL 602－8911
　　　　　　　　　　 ●徳島保健所　　　　　　　　　徳島市新蔵町3丁目　TEL 602－8905
　　　　　　　　　　 ●いのちの希望　　　　　　　　TEL 623－0444
　　　　　　　　　　 ●神山町健康福祉課　　　　　　TEL 676－1114（IP2004）
　　　　　　　　　　 ●神山町社会福祉協議会　　　　TEL 676－1166（IP4430）

悩んでいる人に気づいたら
　悩みが複雑になると、本人の力だけで解決
できないことがあります。心理的に追い詰め
られ、つらそうな人はいませんか ?そんなと
きは「どうしたの？」とひと声かけてみてく
ださい。話を聞くときには傾聴の姿勢を心が
けます。また、必要に応じて専門の相談機関
などにつなぎましょう。

9月10日～16日は
自殺予防週間です

広報かみやま No.336 10



介護予防シリーズ○75

徳島県認知症対策普及・啓発推進月間
　徳島県では、9 月21日から10月20日までの期間を「徳島県認知症対策普及・啓発推進月間」と
設定しています。
　「認知症の人の意思が尊重され、住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができる社会の実
現」を目指し、9 月21日の「世界アルツハイマーデー」を初日とする 1 か月間、認知症に関する普
及・啓発をはじめとした各種取組みを集中的に実施することとなっています。

　神山町では、認知症に関する正しい知識を身につけていただくために、この期間に『認知症サポー
ター養成講座』を開催します。

お問い合わせ：地域包括支援センター　電話：088－676－1185（IP 2031）

認知症サポーター養成講座　～受講してみませんか？～
⃝認知症サポーターとは？
　�　認知症の人に対しての正しい理解と知識を持っていただき、日常生活の中で認知症の人

やその家族の方々などの手助けをしていただく、いわゆる地域での認知症の応援団です。

⃝認知症サポーター養成講座とは？
　�　認知症サポーターになるための講座です。受講修了する

とサポーターの証であるオレンジリングが配布されます。

⃝受講したい場合には？
　�　まずは、地域包括支援センターにご連絡ください。日

程、場所等のご相談をさせていただきます。

認知症の人への対応の心得
　認知症の人だからといってつきあいを、基本的には変える必
要はありませんが、認知症の人には、認知症への正しい理解に
基づく対応が必要になります。
　ふだんから地域で挨拶や声
かけをすることも大切です。

日常的なさりげない言葉がけを心がけることが、いざという
ときの的確な対応に役立ちます。

１　驚かせない
２　急がせない
３　自尊心を傷つけない

“ 3つの「ない」”

11 令和 3年 9月15日発行



詳しくは徳島北年金事務所　電話 088－655－0200
または住民課年金係　電話 088－676－1113（IP2003）までお問い合わせください。

国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得額が一定基準額以下の、年金受給者の生
活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）
が実施します。

▪対象となる方
　▪老齢基礎年金を受給している方
　　以下の要件をすべて満たしている必要があります
　　　○65歳以上である
　　　○世帯員全員の市町村民税が非課税となっている
　　　○年金収入額とその他所得額の合計が約88万円以下である

　▪障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
　　以下の要件をすべて満たしている必要があります
　　　○前年の所得額が約472万円以下である

▪請求手続き
　①既に給付金を受給している方
　　手続きは必要ありません。
　　＊�所得状況により要件を満たさなくなった場合には給付金は支給されません。その際は「年

金生活者支援給付金額改定通知書」をお送りします。
　②新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただける方
　　�お受け取りの対象となる方には、日本年金機構から請求可能なお知らせはがき（年金生活

者支援給付金請求書）が届きます。
　　＊必要事項を記入のうえ郵便ポスト等に投函していただく必要があります。
　③これから年金を受給される方
　　年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。

▪日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。
　○�日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を求めるこ

とはありません。
　＊�年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話してください。

「年金支援給付金専用ダイヤル」：0570－05－4092（ナビダイヤル）

年金生活者支援給付金請求手続きについて
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駐
在
所
だ
よ
り

　
集
落
支
援
員
は
、
日
々
地
域
の
出
来

事
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
て
発
信
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
上
分
名
集
落
で
檜

扇
の
生
産
を
続
け
て
い
る
竹
内
利
夫
さ

ん
、
竹
内
良
明
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。「
去
年
よ
り
も
い
い
も
の
を
」

と
い
う
想
い
で
、
生
産
部
会
で
研
究
を

し
な
が
ら
、
日
々
改
良
の
工
夫
を
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
神
山
産

の
檜
扇
は
品
質
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、

ネ
ッ
ト
販
売
で
売
り
切
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
生
産
者
の
後
継
に
は

課
題
も
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
上
分

の
産
業
を
守
っ
て
い
け
る
の
か
を
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

�

（
集
落
支
援
員　
大
東
）

集
落
支
援
員
活
動
レ
ポ
ー
ト

▲上分地区で生産される檜扇のようす

9 月21日から 9月30日の間、秋の交通安全運動を実施します。
飲酒運転は絶対にしない
家族が待つ家まで子どもやお孫さんに
誇れる運転、安全を約束できる運転で
帰宅して安心な神山町にしましょう。
交差点、横断歩道は歩行者に注意して
ください。

ヒオウギ栽培カレンダー

1
年
目

2
年
目

移植

出
荷

種
取
り

本植 新芽を越冬

13 令和 3年 9月15日発行



新
し
い
職
員
の
紹
介

　
7
月
か
ら
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー

で
働
き
始
め
た
吉
田
涼
子
で
す
。
埼
玉

出
身
で
、
大
埜
地
の
集
合
住
宅
設
計
の

仕
事
を
き
っ
か
け
に
4
年
前
に
神
山
に

引
っ
越
し
ま
し
た
。
空
き
家
の
片
付
け

が
終
わ
り
、
再
び
風
が
通
り
抜
け
る
瞬

間
が
大
好
き
で
、
ど
の
家
も
長
く
大
切

に
さ
れ
て
欲
し
く
な
り
ま
す
。
家
主
さ

ん
家
族
の
歴
史
で
あ
る
家
や
土
地
、
そ

し
て
神
山
の
風
景
を
作
っ
て
い
る
家
や

土
地
を
、
新
た
な
住
み
手
に
つ
な
ぐ
大

事
な
仕
事
の
一
端
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
思
っ
て
、
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

今
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
4
月
に
上
角
に
移
転
オ
ー
プ
ン
し
た

S
H
I
Z
Q 

S
T
O
R
E
（
し
ず
く

ス
ト
ア
）
で
、
店
長
と
し
て
働
く
佐
坂

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
佐
坂
さ
ん
は

2
0
1
9
年
に
神
山
に
移
住
し
、
お
店

で
は
神
山
杉
か
ら
作
ら
れ
た
器
な
ど
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

〈
移
住
前
の
暮
ら
し
〉

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
ず
っ
と
阿
南
で
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
は
、
実
家
の
飲
食
店
を
少
し
手

伝
っ
て
か
ら
、
県
内
の
企
業
で
事
務
職

を
し
て
い
ま
し
た
。
給
与
や
休
み
が
保

障
さ
れ
た
安
定
し
た
職
場
で
は
あ
っ
た

の
で
す
が
、
忙
し
い
毎
日
。
働
い
た
分

を
何
か
で
補
い
た
い
と
思
い
、
不
要
な

買
い
物
で
紛
ら
わ
し
て
い
る
自
分
に
気

づ
き
、
働
き
方
を
見
直
そ
う
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

〈
移
住
の
き
っ
か
け
〉

　

母
が
上
勝
町
で
空
き
家
を
借
り
て

暮
ら
し
は
じ
め
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
上
勝
や
神
山
の
求
人
情
報
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
S
H
I
Z
Q
の
求
人
を
見
つ
け
ま

し
た
。
県
外
か
ら
移
住
し
て
き
た
メ
ン

バ
ー
が
、
神
山
の
人
工
林
の
課
題
に
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
、
そ
し
て

生
き
生
き
と
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
に

惹
か
れ
て
、
す
ぐ
に
応
募
し
ま
し
た
。

〈
神
山
で
の
暮
ら
し
〉

　
し
ば
ら
く
阿
南
か
ら
通
勤
し
て
い
た

の
で
す
が
、
神
山
の
こ
と
を
自
分
の
言

葉
で
お
客
様
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
い
、
神
山
で
家
を

借
り
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
屋

根
裏
か
ら
動
物
の
足
音
が
し
た

り
、
慣
れ
な
い
古
民
家
の
生
活

に
引
っ
越
し
当
初
は
家
に
帰

る
の
が
ち
ょ
っ
と
憂
鬱
で
し

た
。
そ
こ
か
ら
2
ヶ
月
か
け
て

家
中
を
掃
除
し
て
、
イ
ン
テ
リ

ア
を
自
分
好
み
に
変
え
る
な
ど

し
て
、
今
で
は
ホ
ッ
と
落
ち
着

け
る
自
分
の
家
に
な
っ
て
い
ま

す
。

〈
お
仕
事
に
つ
い
て
〉

　
実
際
に
器
を
使
っ
て
試
飲
し
て
い
た

だ
き
、
S
H
I
Z
Q
の
世
界
観
を
ス
ト

ア
で
体
感
し
て
い
だ
い
て
い
ま
す
。
町

外
か
ら
の
お
客
さ
ま
も
多
く
、
町
の
こ

と
、
神
山
杉
の
こ
と
、
S
H
I
Z
Q
が

始
ま
っ
た
経
緯
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い

る
と
、
気
が
つ
く
と
30
分
以
上
お
話
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
他
に
は
検

品
作
業
や
、
ネ
ッ
ト
か
ら
注
文
さ
れ
た

商
品
の
発

送
を
担
当

し
て
い
て
、

贈
答
用
に

贈
ら
れ
る

方
が
多
い

た
め
、
一

点
ず
つ
丁

寧
な
作
業

を
心
が
け

て
い
ま
す
。

〈
今
後
の
抱
負
〉

　
神
山
に
引
っ
越
し
て
か
ら
、
身
近
な

人
や
自
然
の
大
切
さ
に
気
が
つ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
少
し

ず
つ
で
も
私
か
ら
神
山
の
方
や
自
然
へ

の
恩
返
し
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◦ 
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

◦

お問合せ
☎676-1177
IP: 2028

NPO
グリーンバレーの
伊藤・吉田が
お届けします。

空き家から出るモノを再利用
「モノストック」オープンデー

  9 ／23（木）9時～12時
10／18（月）9時～12時
神領青井夫・旧国道沿い

佐
さ
坂
さか
真
ま
木
き
子
こ
　阿南市出身

下分安吉在住

新
規
移
住
相
談
件
数

6
月
…
7
件

7
月
…
15
件

SHIZQ STOREの外観
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連
載
「
ま
ち
の
外
で
生
き
て
ま
す
」

は
、
神
山
町
出
身
者
の
今
を
紹
介
し
ま

す
。
町
外
か
ら
の
お
手
紙
の
よ
う
な
感

覚
で
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
。

―
神
山
に
住
ん
で
い
た

幼
少
期
か
ら
現
在
ま
で

下
分
・
今
井
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
同

級
生
が
21
人
の
下
分
小
学
校
に
通
っ
た

後
、
神
山
中
学
校
に
。
そ
こ
で
自
分
の

運
命
の
一
つ
と
な
る
サ
ッ
カ
ー
に
出
合

い
ま
し
た
。
中
学
1
年
の
時
に
生
徒
会

の
副
会
長
を
し
た
の
は
良
い
思
い
出
で

す
。そ

の
後
は
、
新
し
い
友
達
や
環
境
を

つ
く
り
た
く
て
徳
島
市
の
徳
島
商
業
高

校
に
進
学
。
穴
吹
カ
レ
ッ
ジ
で
医
療
事

務
コ
ー
ス
修
了
後
、
や
は
り
サ
ッ
カ
ー

が
好
き
だ
っ
た
の
で
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ

プ
、
サ
サ
ク
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に
就
職
し
ま

し
た
。
あ
る
時
、
ア
パ
レ
ル
の
展
示
会

で
今
の
上
司
に
出
会
い
運
命
を
感
じ

て
、
23
歳
の
時
に
今
働
い
て
い
る
ア
ー

バ
ン
リ
サ
ー
チ
ド
ア
ー
ズ
で
シ
ョ
ッ
プ

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
30
歳
の
頃
に
一
度
神
山
に
戻
っ

た
の
で
す
が
、
元
上
司
の
誘
い
で
ア
ー

バ
ン
リ
サ
ー
チ
に
。
高
松
店
で
6
年
間

働
い
た
後
、
37
歳
の
時
に
大
阪
の
販
促

部
門
に
異
動
し
ま
し
た
。
今
は
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
進
行
や
ブ
ラ
ン
ド
の
販
促

と
い
っ
た
P
R
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
人
に
会
え
る
こ
と
は
、
こ

の
仕
事
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
ね
。

―
町
外
か
ら
見
た

　
　
　
　
今
の
神
山

最
近
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
2
〜
3

回
、
そ
れ
以
外
で
年
2
回
く
ら
い
帰
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
行
き
た
く

な
る
よ
う
な
、
お
い
し
そ
う
な
お
店
が

増
え
た
の
は
嬉
し
い
。
兄
が
神
山
の
い

ろ
い
ろ
な
動
き
に
関
わ
り
始
め
た
こ
と

も
あ
り
、
後
輩
の
馬
場
達
郎
く
ん
や
白

桃 

薫
く
ん
の
よ
う
に
、
神
山
に
い
る

み
ん
な
と
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
て
さ

ら
に
愛
着
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

―
こ
れ
か
ら
の
夢

大
工
を
し
て
い
る
兄
と
一
緒
に
何
か

を
形
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
僕
の

持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
や
経
験
を
生
か
し

て
、
両
親
が
元
気
な
う
ち
に
何
か
形
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
全
く
知
ら
な
い
土
地
で
働
い
た
り

生
活
し
た
り
す
る
た
め
に
、
中
学
生
の

う
ち
に
何
を
し
て
お
く
と
よ
い
で
す
か
。

（
神
山
中
学
校
1
年
生
）

　
中
学
校
の
と
き
は
、
ま
ず
は
今
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
を
一
生
懸
命
頑
張
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

部
活
な
ら
部
活
。
勉
強
な
ら
勉
強
。

み
た
い
な
。
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
年
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
、
大

切
に
な
っ
て
い
く
気
が
し
ま
す
の
で

日
々
の
会
話
や
出
会
い
な
ど
は
大
切
に

し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
今
の
神
山
と
昔
の
神
山
で
違
う
と

こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
。

（
神
山
中
学
校
2
年
生
）

　
町
全
体
で
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
て
昔
よ
り
た
く
さ
ん
の
方

に
注
目
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、
違
い
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

で
も
神
山
の
人
の
距
離
感
や
町
の
穏

や
か
な
感
じ
は
変
わ
ら
ず
魅
力
的
だ
と

思
い
ま
す
。

質
問
を
く
れ
た
中
学
生
の
み
な
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

や
ま
ま
ち
編
集
部
は
、
神
山
町
出
身

者
6
人
（
大
家
孝
文
さ
ん
・
大
南
真
理

子
さ
ん
・
白
桃
里
美
さ
ん
・
中
川
麻
畝

さ
ん
・
海
老
名
和
さ
ん
）
か
ら
な
る
編

集
部
。「
遠
く
で
暮
ら
し
て
い
て
も
神

山
に
関
わ
る
こ

と
が
出
来
れ

ば
」
と
い
う
想

い
か
ら
、
本
連

載
の
企
画
・
制

作
を
担
い
ま
す
。

大
家
孝
文
さ
ん

（
下
分
出
身
・
大
阪
府
在
住
・
40
歳
）
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第
１
期
つ
な
プ
ロ
の
流
れ
の
中
で
、
フ
ー
ド
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の「
食
育
」を
担
当
し
て
き
た
樋
口
明
日
香
さ
ん（
徳
島
市
出
身
）

が
中
心
と
な
っ
て
、「
食
農
教
育
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
が
立
ち
上
が
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
動
き
の
前
段
階
に
は
、
白
桃
茂
さ
ん
（
神
領
）
が
神
領
小

学
校
横
の
農
地
で
20
年
年
以
上
重
ね
て
き
た
、
子
ど
も
た
ち
の
農

作
業
体
験
が
あ
り
ま
す
。
学
校
で
教
え
て
い
た
経
験
も
あ
る
樋
口

さ
ん
は
、
白
桃
さ
ん
の
活
動
を
引
き
継
い
で
ゆ
く
形
で
、
学
校
の

先
生
た
ち
と
一
緒
に
、
授
業
の
中
で
食
育
や
農
作
業
体
験
の
拡
充

を
始
め
ま
し
た
。

　
フ
ー
ド
ハ
ブ
の
農
業
チ
ー
ム
も
か
か
わ
る
よ
う
に
な
り
、「
農

家
に
な
り
た
い
」
と
口
に
す
る
子
ど
も
も
現
れ
た
そ
う
で
す
。
で

も
樋
口
さ
ん
は
、
全
員
に
農
家
に
な
っ
て
欲
し
い
わ
け
じ
ゃ
な
い

と
言
い
ま
す
。

樋
口
　
農
業
を
志
す
子
ど
も
が
現
れ
る
の
は
︑
と
て
も
嬉
し
い
︒

け
ど
が
っ
つ
り
農
業
を
や
る
の
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
で
い
い
︑

と
私
は
思
っ
て
い
て
︒
子
ど
も
の
う
ち
は
︑
も
う
少
し…

食
べ
物

と
仲
良
く
な
れ
た
ら
い
い
な
っ
て
思
う
︒

　
野
菜
に
も
︑
種
の
と
き
が
あ
っ
て
︑
そ
こ
か
ら
だ
ん
だ
ん
大
き

く
な
っ
て
い
ま
こ
の
食
卓
に
来
て
い
る
ん
だ
よ
︑
と
い
う
こ
と
が

体
験
的
に
わ
か
る
だ
け
で
も
︑
ち
ょ
っ
と
仲
良
く
な
れ
る
気
が
す

る
ん
で
す
よ
ね
︒

　
食
べ
も
の
が
も
っ
と
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
感
性
が

あ
れ
ば
︑
必
要
な
知
識
は
あ
と
か
ら
入
っ
て
く
る
︒
ま
ず
は
原
体

験
に
な
る
農
作
業
を
︑
一
人
で
も
多
く
︑
で
き
れ
ば
神
山
の
す
べ

て
の
子
ど
も
に
体
験
し
て
欲
し
い
︒

　
子
ど
も
が
食
べ
も
の
と
仲
良
く
な
る
。
農
作
業
を
通
じ
て
、
食

べ
も
の
の
向
こ
う
側
の
い
ろ
ん
な
仕
事
が
想
像
出
来
る
よ
う
に
な

る
。
ひ
い
て
は
風
景
や
社
会
の
見
え
方
が
変
わ
る
。

　
そ
の
取
り
組
み
を
重
ね
て
ゆ
く
た
め
に
、
自
立
的
な
組
織
を
つ

く
っ
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
の
想
い
が
次
第
に
強
く
な

り
「
食
農
教
育
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
に
。
目
指
す
と
こ
ろ

が
明
確
で
、
神
山
の
暮
ら
し
や
景
観
に
大
き
な
影
響
力
の
あ
る
農

業
と
い
う
テ
ー
マ
に
教
育
側
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
。
つ
な

プ
ロ
第
２
期
の
施
策
の
一
つ
に
位
置
づ
け
て
、
一
緒
に
進
め
て
み

よ
う
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

樋
口
　
設
立
は
来
年
の
４
月
︒
い
ま
は
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
と
︑
あ

と
秋
に
３
回
の
勉
強
会
を
ひ
ら
き
ま
す
︒
９
月
１
日
の
キ
ッ
ク
オ

フ
を
皮
切
り
に
︑
第
１
回
は
鳥
取
大
学
の
大
元
鈴
子
さ
ん
と
慶
応

大
学
の
石
川
初
さ
ん
を
お
招
き
し
て
﹁
〝
フ
ー
ド
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
〟
っ
て
な
に
？ 

神
山
の
農
と
食
を
め
ぐ
っ
て
﹂
と
い
う
テ
ー
マ

で
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す
︒

　
残
り
２
回
は
10
月
後
半
︑
11
月
後
半
に
予
定
し
て
い
ま
す
が
︑

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
直
接
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
︒

︵
樋
口
：higuchi@foodhub.co.jp

︶

　
募
集
を
始
め
た
ス
タ
ッ
フ
は
︑
町
内
の
人
︑
あ
る
い
は
ま
ち
出

身
の
方
と
い
い
出
会
い
が
あ
っ
た
ら
も
ち
ろ
ん
嬉
し
い
︒
フ
ル
タ

イ
ム
ス
タ
ッ
フ
と
︑
パ
ー
ト
タ
イ
ム
ス
タ
ッ
フ
︵
県
内
限
定
︶
の

２
種
類
の
求
人
を
し
て
い
ま
す
︒

　
神
山
や
徳
島
で
子
ど
も
時
代
を
す
ご
し

た
人
や
︑
城
西
高
校
神
山
校
︵
旧
神
山

分
校
︶
の
ご
出
身
で
あ
っ
た
り
︑
関
心

の
あ
り
そ
う
な
お
知
り
合
い
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
ら
︑
こ
の
情
報
を
お
届
け
く
だ

さ
い
︒

　
求
人
の
詳
細
や
勉
強
会
の
情
報
は
︑
こ
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
︒

　「
あ
ゆ
ハ
ウ
ス
」
は
、
遠
く
か
ら
城
西
高
校
神
山
校
に
来
る
高

校
生
の
た
め
の
町
営
寮
。
２
０
１
９
年
度
か
ら
運
営
が
始
ま
り
、

現
在
十
三
名
が
入
寮
。
地
域
の
大
人
た
ち
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

高
校
生
が
自
分
た
ち
で
暮
ら
し
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
神
山
校
は
バ
ス
通
学
の
生
徒
が
多
く
、
学
校
以
外
の
時

間
に
は
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
を
あ
ま
り
持
て
ず
に
い
ま
し
た
。

し
か
し
神
山
で
暮
ら
し
て
い
る
生
徒
が
増
え
た
こ
と
で
、
放
課
後

や
休
日
に
活
動
に
参
加
し
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
る
な
ど
、

地
域
と
つ
な
が
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
彼
ら
を
通
じ
て
、

神
山
校
の
活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
印
象
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
春
に
３
年
目
を
迎
え
全
学
年
が
揃
っ
た
「
あ
ゆ
ハ
ウ
ス
」

に
は
、
県
内
生
に
加
え
、
東
京
・
神
奈
川
・
静
岡
・
愛
知
・
大
阪
・

沖
縄
か
ら
の
高
校
生
が
い
ま
す
。
毎
年
開
催
し
て
い
る
事
前
滞
在

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ふ
り
返
っ
て
、「
地
域
の
大
人
が
温
か
か
っ
た
」「
ま

ち
の
様
々
な
取
り
組
み
に
惹
か
れ
た
」「
川
が
き
れ
い
で
自
然
豊

か
な
環
境
に
惹
か
れ
た
」
と
聞
か
せ
て
く
れ
る
子
が
多
い
様
子
。

荒
木
　
い
ろ
ん
な
タ
イ
プ
の
子
が
い
る
ん
で
す
が
︑
と
に
か
く
素

直
な
子
︑
相
手
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
子
が
多
い
︒
親
元
を
離
れ

て
わ
ざ
わ
ざ
神
山
町
に
来
て
い
る
の
で
︑
そ
れ
な
り
の
覚
悟
と
︑

ワ
ク
ワ
ク
感
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
︒

　
い
ま
「
あ
ゆ
ハ
ウ
ス
」
の
ス
タ
ッ
フ
（
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
）
は

公
社
の
荒
木
美
沙
子
を
軸
に
常
勤
２
名
、
非
常
勤
１
名
。
加
え
て

食
育
ス
タ
ッ
フ
が
３
名
（
非
常
勤
）。
計
６
名
の
大
人
た
ち
が
、

十
数
名
の
高
校
生
の
暮
ら
し
に
伴
走
し
て
い
ま
す
。

荒
木
　
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
︑
一
人
ひ
と
り
が
心
地
よ
く
暮

ら
せ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
︒
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
高

校
生
と
の
共
同
生
活
の
中
で
︑
彼
ら
の
関
係
性
や
様
子
を
見
な
が

ら
︑
必
要
な
場
や
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
︒

　
食
べ
る
こ
と
は
﹁
あ
ゆ
ハ
ウ
ス
﹂
の
暮
ら
し
の
中
心
で
︑ス
タ
ッ

フ
も
ご
飯
を
一
緒
に
つ
く
り
な
が
ら
︑
日
々
あ
た
た
か
な
食
卓
を

重
ね
て
い
ま
す
︒

　
い
ま
常
勤
の
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
︒﹁
あ
ゆ
ハ
ウ
ス
﹂
の
暮
ら

し
を
彼
ら
と
つ
く
り
な
が
ら
︑
役
場
・

学
校
・
保
護
者
な
ど
︑
関
係
者
と
の
調

整
や
︑
入
寮
募
集
な
ど
︑
運
営
全
般
に

か
か
わ
る
仕
事
で
す
︒

　
募
集
受
付
は
９
月
末
ま
で
︒
詳
し
く
は

イ
ン
神
山
の
﹁
神
山
で
働
く
﹂
を
御
覧
く

だ
さ
い
︒

　
創
生
戦
略
「
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

第
２
期
（
２
０
２
１
〜
２
５
年
度
）
が
始
ま
り
、
５
ヶ
月
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、
沢
山
の
人
と
考
え
た
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
５
年
間
の
取
り
組
み
が
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
ま
ち
に
存
在
し
て

い
る
状
態
を
つ
く
っ
て
ゆ
く
時
期
で
あ

る
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
始
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
や
、
実
っ
て

き
た
こ
と
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
、
ま
た
ご

報
告
し
ま
す
。（
馬
場
）
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第
１
期
つ
な
プ
ロ
の
流
れ
の
中
で
、
フ
ー
ド
ハ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の「
食
育
」を
担
当
し
て
き
た
樋
口
明
日
香
さ
ん（
徳
島
市
出
身
）

が
中
心
と
な
っ
て
、「
食
農
教
育
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
が
立
ち
上
が
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
動
き
の
前
段
階
に
は
、
白
桃
茂
さ
ん
（
神
領
）
が
神
領
小

学
校
横
の
農
地
で
20
年
年
以
上
重
ね
て
き
た
、
子
ど
も
た
ち
の
農

作
業
体
験
が
あ
り
ま
す
。
学
校
で
教
え
て
い
た
経
験
も
あ
る
樋
口

さ
ん
は
、
白
桃
さ
ん
の
活
動
を
引
き
継
い
で
ゆ
く
形
で
、
学
校
の

先
生
た
ち
と
一
緒
に
、
授
業
の
中
で
食
育
や
農
作
業
体
験
の
拡
充

を
始
め
ま
し
た
。

　
フ
ー
ド
ハ
ブ
の
農
業
チ
ー
ム
も
か
か
わ
る
よ
う
に
な
り
、「
農

家
に
な
り
た
い
」
と
口
に
す
る
子
ど
も
も
現
れ
た
そ
う
で
す
。
で

も
樋
口
さ
ん
は
、
全
員
に
農
家
に
な
っ
て
欲
し
い
わ
け
じ
ゃ
な
い

と
言
い
ま
す
。

樋
口
　
農
業
を
志
す
子
ど
も
が
現
れ
る
の
は
︑
と
て
も
嬉
し
い
︒

け
ど
が
っ
つ
り
農
業
を
や
る
の
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
で
い
い
︑

と
私
は
思
っ
て
い
て
︒
子
ど
も
の
う
ち
は
︑
も
う
少
し…

食
べ
物

と
仲
良
く
な
れ
た
ら
い
い
な
っ
て
思
う
︒

　
野
菜
に
も
︑
種
の
と
き
が
あ
っ
て
︑
そ
こ
か
ら
だ
ん
だ
ん
大
き

く
な
っ
て
い
ま
こ
の
食
卓
に
来
て
い
る
ん
だ
よ
︑
と
い
う
こ
と
が

体
験
的
に
わ
か
る
だ
け
で
も
︑
ち
ょ
っ
と
仲
良
く
な
れ
る
気
が
す

る
ん
で
す
よ
ね
︒

　
食
べ
も
の
が
も
っ
と
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
感
性
が

あ
れ
ば
︑
必
要
な
知
識
は
あ
と
か
ら
入
っ
て
く
る
︒
ま
ず
は
原
体

験
に
な
る
農
作
業
を
︑
一
人
で
も
多
く
︑
で
き
れ
ば
神
山
の
す
べ

て
の
子
ど
も
に
体
験
し
て
欲
し
い
︒

　
子
ど
も
が
食
べ
も
の
と
仲
良
く
な
る
。
農
作
業
を
通
じ
て
、
食

べ
も
の
の
向
こ
う
側
の
い
ろ
ん
な
仕
事
が
想
像
出
来
る
よ
う
に
な

る
。
ひ
い
て
は
風
景
や
社
会
の
見
え
方
が
変
わ
る
。

　
そ
の
取
り
組
み
を
重
ね
て
ゆ
く
た
め
に
、
自
立
的
な
組
織
を
つ

く
っ
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
の
想
い
が
次
第
に
強
く
な

り
「
食
農
教
育
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
に
。
目
指
す
と
こ
ろ

が
明
確
で
、
神
山
の
暮
ら
し
や
景
観
に
大
き
な
影
響
力
の
あ
る
農

業
と
い
う
テ
ー
マ
に
教
育
側
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
。
つ
な

プ
ロ
第
２
期
の
施
策
の
一
つ
に
位
置
づ
け
て
、
一
緒
に
進
め
て
み

よ
う
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

樋
口
　
設
立
は
来
年
の
４
月
︒
い
ま
は
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
と
︑
あ

と
秋
に
３
回
の
勉
強
会
を
ひ
ら
き
ま
す
︒
９
月
１
日
の
キ
ッ
ク
オ

フ
を
皮
切
り
に
︑
第
１
回
は
鳥
取
大
学
の
大
元
鈴
子
さ
ん
と
慶
応

大
学
の
石
川
初
さ
ん
を
お
招
き
し
て
﹁
〝
フ
ー
ド
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
〟
っ
て
な
に
？ 

神
山
の
農
と
食
を
め
ぐ
っ
て
﹂
と
い
う
テ
ー
マ

で
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す
︒

　
残
り
２
回
は
10
月
後
半
︑
11
月
後
半
に
予
定
し
て
い
ま
す
が
︑

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
直
接
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
︒

︵
樋
口
：higuchi@foodhub.co.jp

︶

　
募
集
を
始
め
た
ス
タ
ッ
フ
は
︑
町
内
の
人
︑
あ
る
い
は
ま
ち
出

身
の
方
と
い
い
出
会
い
が
あ
っ
た
ら
も
ち
ろ
ん
嬉
し
い
︒
フ
ル
タ

イ
ム
ス
タ
ッ
フ
と
︑
パ
ー
ト
タ
イ
ム
ス
タ
ッ
フ
︵
県
内
限
定
︶
の

２
種
類
の
求
人
を
し
て
い
ま
す
︒

　
神
山
や
徳
島
で
子
ど
も
時
代
を
す
ご
し

た
人
や
︑
城
西
高
校
神
山
校
︵
旧
神
山

分
校
︶
の
ご
出
身
で
あ
っ
た
り
︑
関
心

の
あ
り
そ
う
な
お
知
り
合
い
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
ら
︑
こ
の
情
報
を
お
届
け
く
だ

さ
い
︒

　
求
人
の
詳
細
や
勉
強
会
の
情
報
は
︑
こ
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
︒

　「
あ
ゆ
ハ
ウ
ス
」
は
、
遠
く
か
ら
城
西
高
校
神
山
校
に
来
る
高

校
生
の
た
め
の
町
営
寮
。
２
０
１
９
年
度
か
ら
運
営
が
始
ま
り
、

現
在
十
三
名
が
入
寮
。
地
域
の
大
人
た
ち
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

高
校
生
が
自
分
た
ち
で
暮
ら
し
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
神
山
校
は
バ
ス
通
学
の
生
徒
が
多
く
、
学
校
以
外
の
時

間
に
は
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
を
あ
ま
り
持
て
ず
に
い
ま
し
た
。

し
か
し
神
山
で
暮
ら
し
て
い
る
生
徒
が
増
え
た
こ
と
で
、
放
課
後

や
休
日
に
活
動
に
参
加
し
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
る
な
ど
、

地
域
と
つ
な
が
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
彼
ら
を
通
じ
て
、

神
山
校
の
活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
印
象
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
春
に
３
年
目
を
迎
え
全
学
年
が
揃
っ
た
「
あ
ゆ
ハ
ウ
ス
」

に
は
、
県
内
生
に
加
え
、
東
京
・
神
奈
川
・
静
岡
・
愛
知
・
大
阪
・

沖
縄
か
ら
の
高
校
生
が
い
ま
す
。
毎
年
開
催
し
て
い
る
事
前
滞
在

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ふ
り
返
っ
て
、「
地
域
の
大
人
が
温
か
か
っ
た
」「
ま

ち
の
様
々
な
取
り
組
み
に
惹
か
れ
た
」「
川
が
き
れ
い
で
自
然
豊

か
な
環
境
に
惹
か
れ
た
」
と
聞
か
せ
て
く
れ
る
子
が
多
い
様
子
。

荒
木
　
い
ろ
ん
な
タ
イ
プ
の
子
が
い
る
ん
で
す
が
︑
と
に
か
く
素

直
な
子
︑
相
手
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
子
が
多
い
︒
親
元
を
離
れ

て
わ
ざ
わ
ざ
神
山
町
に
来
て
い
る
の
で
︑
そ
れ
な
り
の
覚
悟
と
︑

ワ
ク
ワ
ク
感
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
︒

　
い
ま
「
あ
ゆ
ハ
ウ
ス
」
の
ス
タ
ッ
フ
（
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
）
は

公
社
の
荒
木
美
沙
子
を
軸
に
常
勤
２
名
、
非
常
勤
１
名
。
加
え
て

食
育
ス
タ
ッ
フ
が
３
名
（
非
常
勤
）。
計
６
名
の
大
人
た
ち
が
、

十
数
名
の
高
校
生
の
暮
ら
し
に
伴
走
し
て
い
ま
す
。

荒
木
　
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
︑
一
人
ひ
と
り
が
心
地
よ
く
暮

ら
せ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
︒
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
高

校
生
と
の
共
同
生
活
の
中
で
︑
彼
ら
の
関
係
性
や
様
子
を
見
な
が

ら
︑
必
要
な
場
や
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
︒

　
食
べ
る
こ
と
は
﹁
あ
ゆ
ハ
ウ
ス
﹂
の
暮
ら
し
の
中
心
で
︑ス
タ
ッ

フ
も
ご
飯
を
一
緒
に
つ
く
り
な
が
ら
︑
日
々
あ
た
た
か
な
食
卓
を

重
ね
て
い
ま
す
︒

　
い
ま
常
勤
の
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
︒﹁
あ
ゆ
ハ
ウ
ス
﹂
の
暮
ら

し
を
彼
ら
と
つ
く
り
な
が
ら
︑
役
場
・

学
校
・
保
護
者
な
ど
︑
関
係
者
と
の
調

整
や
︑
入
寮
募
集
な
ど
︑
運
営
全
般
に

か
か
わ
る
仕
事
で
す
︒

　
募
集
受
付
は
９
月
末
ま
で
︒
詳
し
く
は

イ
ン
神
山
の
﹁
神
山
で
働
く
﹂
を
御
覧
く

だ
さ
い
︒

　
創
生
戦
略
「
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

第
２
期
（
２
０
２
１
〜
２
５
年
度
）
が
始
ま
り
、
５
ヶ
月
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、
沢
山
の
人
と
考
え
た
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
５
年
間
の
取
り
組
み
が
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
ま
ち
に
存
在
し
て

い
る
状
態
を
つ
く
っ
て
ゆ
く
時
期
で
あ

る
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
始
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
や
、
実
っ
て

き
た
こ
と
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
、
ま
た
ご

報
告
し
ま
す
。（
馬
場
）
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神山町役場インターン学生レポート �

神山ってこんなところ神山ってこんなところ
～ インターンで変わった見え方 ～

　神山町役場では、徳島大学とともに「とくしま創生人材・企業共創プログラム」に取り組んでいます。
地元徳島の就職について理解や興味を深めるため、県内企業や自治体とともにエクスターン事業を行っ
ています。（※「エクスターン」とは…学外での研修で単位取得ができる授業のこと）8月25日から
27日の期間、大学生4名に向けたインターンシップを行いました。体験後の大学生の感想を紹介します。

　今回の受け入れにあたり、町内での取組み紹介として町内各種団体のみなさまにご協力いただきました。
　貴重なお時間をいただき、ありがとうございました。

課題解決に向けた素敵な取り組み課題解決に向けた素敵な取り組み
　事前にネットで調べてみて、神山杉については杉を使った商品があったの
で林業はしているのだと思っていました。産業観光課で林業のこと、SHIZQ
さんからしずくプロジェクトのことを聞きました。林業の衰退により、杉林
が原因で山の保水力がなくなるという問題があり、杉の新しい使い方を模索
し、活用して保水力を取り戻せるように奮闘しているのだと知りました。神
山杉を使ったプロジェクトで山の環境をより良くしようとしていることに感
動しました。� （徳島大学　阿部　陽奈乃）

豊かな食に囲まれたまち豊かな食に囲まれたまち
　インターン二日目に神山での初めての昼食を「かま屋」で食べました。ご
飯は色とりどりの野菜が使われており、見た目と味の両方で楽しめました。
それもそのはず、使われている野菜の多くは地元で作られている新鮮で安心
な食材です。町では食育にも力を入れていて、小学校では農業について実際
に体験していることを知りました。私は大学生ながら神山の子どもたち対し
羨ましく感じてしまいました。� （徳島大学　井上　竣介）

みんなで作る会議と強い意志みんなで作る会議と強い意志
　参加前は、神山の活性化の様子を想像できませんでしたが、つなぐ公社の
お話を聞いて「みんなつながっていて、神山は盛り上がっているなあ」と実
感できました！地方創生計画では、役場や町出身者・町内外の方々が「この
町には何が必要なのか」を話し合い、皆が「全てをやり遂げる」という強い
意志をもって様々なプロジェクトに取り組んでいることを知りました。「自
分もその一員になりたい！」と感動しました。� （徳島大学　中原　永里加）

社会人口増の理由を感じることができました社会人口増の理由を感じることができました
　出身である高知にいる時、サテライトオフィスのニュースを見て神山のこ
とを知りました。参加前は「人口の社会増が起きた、なんかすごいところ」
というイメージでした。しかし、実際にお話を聞き、この好転の裏側には、
多くの人の熱意ある取り組みや努力があることを学びました。いま、私の中
での神山は、人と人との距離が近くて暖かい、とても好きな場所になりまし
た。� （徳島文理大学　西村　風宇子）
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上分地区 下分地区 左右内地区 神領地区 鬼籠野地区 阿川地区 広野地区
中　垣　宏　造
保　手　茂　子
矢　府　スエ子
古　川　アヤ子
森　本　博　子
梅　本　武　幸
田　浦　善　子
松久保　恒　子
粟飯原　千代子
神　田　フシコ
川　上　シマ子
小　中　弘　子
下　浦　幸　子
住　友　幸　子
森　長　佐世子
兼　光　　　智

粟飯原　泰　次
川　原　武　夫
西　内　篤　子
東　浦　允　子
安　藤　惠　子
竹　内　久　雄
大　家　尋　子
久　保　清　昭
岡　田　祥　資
樫　脇　健　祐

阿　部　由　子 丸　尾　美彌子
後藤田　政　子
髙　橋　ノブ子
赤　根　ミヨ子
惣　前　裕　夫
出　　　重　美
表　　　弘　子
新　宅　民　子
上　野　トクヱ
松　本　定　夫

鎌　田　スミコ
相　原　ツヤ子
塩　本　和　久
木　曽　智惠子
北　山　フサヱ
塩　田　京　子
塩　田　勝　子
鎌　田　幸　子
楠　本　キミヱ

佐々木　茂　雄
佐々木　益　子
佐々木　明　子
森　　　フミ子
坂　東　恒　夫
久　保　美智子
露　田　重　子
髙　橋　正　治
伊　原　泰　子
高　橋　　　㓛

河　野　敏　子
河　野　麻　子
松　本　邦　夫
阿　部　千惠子
貞　政　智惠子
上　浦　通　佐

佐　藤　幸　子
安　井　タミ子
大　野　哲　夫
髙　橋　武　子
大　野　申太郎
髙　橋　和　敬
田　中　幸　子
一　宮　清　子
樫　本　ヤス子
阿　部　絹　子
坂　東　安　治
松　村　　　一
貴　田　アヤコ
井　上　節　子
河　野　百百子
山　田　包　子

16名 10名 1名 19名 10名 6名 16名
以上78名の方が米寿を迎えられます。これからもお元気でご活躍ください。（令和 3年 9月 1日現在）

令和3 年度

長 寿 番 付
令和 3年 9月 1日現在　敬称略

東　　　方 西　　　方
井　上　マサコ 女 105 広野

横綱

長　瀬　サツキ 女 103 神領
吉　田　シズヱ 女 102 阿川 森　本　アサノ 女 102 上分
吉　田　澤　子 女 101 広野 上　山　フ　イ 女 101 神領
森　本　ト　ヨ 女 100 下分 多　田　アサ子 女 100 阿川
杣　戸　勲　代 女 100 下分
東　　　十美子 女 99 阿川

大関

赤　木　利太郎 男 99 広野
坂　東　義　子 女 99 広野 鎌　田　　　榮 男 99 上分
岡　山　クニヱ 女 99 下分 大　西　マサ子 女 99 神領
中　井　富　子 女 99 神領 上　野　ミヨ子 女 99 鬼籠野
佐々木　光　子 女 98 下分

関脇
山　口　マサ子 女 98 神領

大　平　ユキ子 女 98 神領 森　　　　　明 男 98 下分
倉　良　政　代 女 98 神領
福　田　　　實 女 97 上分

小結

倉　良　昌　子 女 97 神領
原　　　ツヤ子 女 97 神領 岡　本　未千枝 女 97 広野
尾　道　フサヱ 女 97 広野 森　本　ツネ子 女 97 上分
佐々木　ミヤ子 女 97 鬼籠野 福　井　安　子 女 97 上分
林　　　リキノ 女 97 広野 西　森　郁　雄 男 97 上分
髙　田　　　勉 男 97 神領 松　本　豊　子 女 97 神領
森　長　　　基 男 97 上分
竹　添　幸　子 女 96 広野

前頭

住　友　ミチコ 女 96 上分
河　野　節　惠 女 96 鬼籠野 前　場　フサ子 女 96 左右内
永　正　治　美 男 96 広野 中　川　三　子 女 96 上分
　　　シゲコ 女 96 神領 大　石　花　子 女 96 神領

平　岡　幸　一 男 96 神領 林　　　安　男 男 96 上分
山　田　ヨシミ 女 96 神領 籠　畑　やす美 女 96 神領
伊　勢　ユタカ 女 96 下分 野　中　ヤス子 女 96 阿川
中　村　糸　子 女 96 鬼籠野 相　原　シケコ 女 96 阿川
川　上　金　子 女 96 下分

米
　
寿

米
　
寿

お
め
で
と
う

�

ご
ざ
い
ま
す

本
年
度
の
米
寿
該
当
者
は
昭

和
7
年
10
月
1
日
～
昭
和
8

年
9
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
す
。（
敬
称
略
）
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【作り方】
①�オクラはさっとゆでて小口切
りにする。（※冷凍オクラだと
もっと簡単）長芋は皮をむい
て太さによって半月切りや短
冊切りにする。
②�もずく酢と①を和え器に盛り
付け、かつお節を上に盛る。

●ワンポイントアドバイス
　市販のもずく酢のパックは、1パック0.8～0.9gの塩分が含まれます。これはおみそ汁1杯分の塩分量ぐらいで
す。1日の食塩摂取基準は男性：7.5g未満、女性：6.5g未満、高血圧症：6.0g未満です。汁全部を飲まず他の
野菜と混ぜて調味料として上手に使いましょう！野菜や芋と一緒に食べることで、塩分の排泄を促してくれます。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

ヘルスメイトおすすめ！ヘルシー料理

栄養価1人分：エネルギー31kcal、
たんぱく質1.8g、脂質0.2g、塩分0.4g

減塩シリーズ！★オクラと長芋のもずく酢和え★

【材料：4人分】
オクラ �  1 パック
長いも �  120g
もずく酢 �  2 パック
かつおパック �  1 パック

下
分
保
育
所
で
藍
染
め
体
験

　
7
月
27
日
、
下
分
保
育
所
5
歳
児
ク

ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
が
藍
染
め
体
験
を

行
い
ま
し
た
。「
瀧
本
工
房
」を
訪
問
し
、

自
家
製
の
藍
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
染
料

で
手
ぬ
ぐ
い
を
製
作
し
ま
し
た
。
絞
り

で
模
様
を
決
め
、
真
っ
白
な
手
ぬ
ぐ
い

か
ら
染
料
に
浸
し
込
み
ま
し
た
。
染
料

を
水
で
洗
い
落
と
す
と
鮮
や
か
な
藍
色

が
現
れ
、
驚
き
と
と
も
に
笑
顔
が
あ
ふ

れ
ま
し
た
。
瀧
本
さ
ん
は
「
歴
史
や
伝

統
あ
る
藍
染
め
に
触
れ
る
機
会
が
小
さ

な
頃
に
持
て
る
こ
と
は
と
て
も
良
い
こ

と
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

神
山
ル
ー
キ
ー
ズ
、

夏
の
大
会
で
健
闘

　
神
山
町
で
活
動
す
る
少
年
野
球
チ
ー

ム
「
神
山
ル
ー
キ
ー
ズ
」
は
現
在
、
団

員
16
名

で
日
々
、

練
習
を

重
ね
て

い
ま
す
。

徳
島
県
学
童
軟
式
野
球
連
盟
公
認
の
各

種
大
会
に
は
、高
川
原・神
山
連
合
チ
ー

ム
と
し
て
出
場
し
、
素
晴
ら
し
い
結
果

を
残
し
ま
し
た
。
今
年
も
平
年
以
上
の

暑
さ
で
し
た
が
、
日
々
の
練
習
の
成
果

が
実
を
結
び
ま
し
た
。

第
43
回
北
島
大
会
（
6
・
27
～
7
・
10
）

　
第 

3 

位

第
47
回
千
松
大
会
（
7
・
11
～
7
・
18
）

　
準 

優 

勝

第
47
回
福
島
大
会
（
7
・
23
～
7
・
25
）

　
1
回
戦
敗
退

第
43
回
吉
野
川
大
会
（
8
・
1
～
8
・
9
）

　
ベ
ス
ト
8

高川原・神山連合チーム

ピッチャーで活躍
する大元唯愛選手
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